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「信州学」と「地域学」～多様な「地域学」①
http://www.gakushubunka.jp/yugakukan/chiikigaku/ （公財）山形生涯学習文化財団 より

 「山形学」や「長崎学」、「横浜学」など＜地域学＞と呼ばれる活動が全国各地で盛んになってい
ます。ここでいう＜地域学＞とは、たとえば「東南アジアの地域研究」などといった場合の、特
定地域の総合的・学際的研究としてのエリア・スタディといわれる純学問的なものとは異なり、
主に＜生涯学習＞の分野で実践されているところが特徴であります。

 つまり、ここでいうところの＜地域学＞とは、地域の自然、人、事象などを学ぶことによって、
個々人が郷土観を確立し、ひいては地域活性化や地域づくりへの動機づけを図っていこうとする
ものであります。

 また、「生涯学習としての地域学」はその地域の住民を主要な担い手として、都道府県や市町村
などの行政（企画担当部門から教育委員会まで幅広い行政部門）、大学等高等教育機関、NPOな
どの市民団体から趣味のグループまで、多様な実施主体によって企画されおり、それぞれの地域
学は独自の目的や方法をもち、様々な活動を展開しています。

 例えば、地域に関する学習機会の総称や一連の講座事業の名称としての＜地域学＞、地域を科学
的に把握しようとする学問研究としての＜地域学＞、地域振興・地域文化振興を指向する地域づ
くりや社会参加活動としての＜地域学＞など多様であります。

 これらを一つの定義で括ることは難しいし、また括るべきでもないと考えられます。＜地域学＞
は多様かつ多彩な“学び”の活動であり、現実的な“可能性”そのものであります。

http://www.gakushubunka.jp/yugakukan/chiikigaku/


「信州学」と「地域学」～多様な「地域学」②
http://www.hitozukuri.or.jp/jinzai/seisaku/80kenkyu/05/H20/H20_CG.htm
地域学の可能性 -彩の国さいたま人づくり広域連合 より

 現在、国内各地においては、「江戸東京学」、「山形学」、「秩父学」といった地域名を冠した「学」があり、地域学と呼
ばれている。この「学」たる地域学は学問なのか。単なる学問にとどまらない可能性を持つものであろう。

 地域学は、特定の地域を対象とし、その歴史や地理、経済、文化などを総合的、学際的に追求する地域研究を主流として取
り組まれてきたとされている。

 その一方で、地域に関わる住民や大学等が自らの地域に目を向けて、足元にあるあらゆる事象を調査研究、学習の対象とし
て、実際にまちを歩きそこにあるものから何かを見いだそうという姿勢で取り組む地域学がみられるようになってきた。と
りわけ、1990年代半ば以降、地域の自立化の要請や地方分権の進展、市町村合併、住民自治領域の拡大とともに、個性化を
目指した自らの地域づくりの中に地域学を取り入れ、活用していこうとする動きが顕著となっている。近年では、より地域
づくりを指向した「ご当地検定」、「エコツーリズム」、「エコミュージアム」など、地域学を方法論とする取組も活発に
なっており、多彩な形で地域学が広がりつつあるといえる。

 現在、地域学は、地域住民、大学、企業、ＮＰＯそして行政のもとで、多くは市民大学などの生涯学習事業として、また、
大学の地域貢献事業、地域の観光や産業の活性化のための人材育成としてなど、様々な形態で取り組まれている。

 こうした様々な形態を持つ地域学を「地域学とは何か」と明確に定義付けることは、簡単なことではない。実際、対象とす
る「地域」も県や市町村の行政区域に限らず、より大きな「東北」といった区域、そして、より小さな集落等を区域とする
もののほか、「地元」というその地に住む人々の生活圏域を捉えた区域を対象とする場合もみられている。さらにいえば、
地域名も冠せずに地域を題材にした調査研究、学習を実施しているものも含めれば、その数は、優に千の単位に達するであ
ろう。

http://www.hitozukuri.or.jp/jinzai/seisaku/80kenkyu/05/H20/H20_CG.htm


「地域学」の成立条件
～地域学とお国自慢は違う

「地域」は歴史学的概念である。

「地域」は生態学的概念である。

「地域」はネットワーク的概念である。

人間（の生きられる）環境単位

近代社会においては、その核は…

産業

歴史認識

エコロジーネットワーク



「郷土史」と「観光学」と「地域学」
～キーワードは「近代産業」

 「〇都××」への注目：

明治後期～大正期の呼称。時代で「都」の概念が違う。

地形×気候×人 自然条件＋人的条件。

 「なぜ信州は織物産業に参入しなかったのか？」:

手工芸製品と近代産業製品をごっちゃにしないこと。

市場分散型×市場集約型

 「合理化」という観点

量と質の安定に何が寄与したのか／その結果何が生まれたのか？

蚕種の一代交雑種生産、風穴、品種管理、生産組織化、金融業の発達。

 「文化」＝みんなのものになっていくプロセス 例：女工さん文化



二つの映像から、考えてみましょう。
～「蚕都上田」 VS 「炭都夕張」

 『依田社の記録』（1920年代？）
https://www.youtube.com/watch
?v=9cmIm8NHP7o

原料→製品化

輸送網

 『炭都夕張』（1953）

原料→製品化

輸送網

https://www.youtube.com/watch?v=9cmIm8NHP7o


（参考）地域と鉄道網

 http://museum.umic.jp/ezukochizu/kinge

ndai/kingendai10Explanation.html

 http://www.uraken.net/chimei/railold/ho

kkaido.html

http://museum.umic.jp/ezukochizu/kingendai/kingendai10Explanation.html


なぜ、地域の資産が失われてきたのか

「ここは、もともとは〇〇だったんだよ」・・・を考える。

「津波は何を押し流したのか？」 ― 東日本大震災と「復興」の反省

グローバル経済との対比 「企業」を考える － 富士通と須坂市

技術革新と企業のコア・コンピタンス ― 富士フィルムの例

 その「地域」である必然性／その「産業」である必然性



「地域」の過去－現在－未来を結ぶ・・・
～アーカイブ実践の取り組み。

 http://recorder311.mizushima-lab.tv/

 http://gakumae.mizushima-lab.tv/

http://recorder311.mizushima-lab.tv/
http://gakumae.mizushima-lab.tv/




「アーカイブとアーカイブをつなげる」
「イメージのサーキュレーション」

「鍵」は循環性

（サーキュレーション）

アーカイブそのものの構築
サブシステム＝研究・実践環境の構築

研究の蓄積
・アーカイブが与える認識と解釈
・史料学→歴史学の拡張
・権利のイノベーションと公共性
・図書館情報学とメディア研究の
接続

アーカイブ実践
・解釈 ⇒ 活用（地域やトピックそのものに関するアクションへ）
・集積 ⇒ 構築（アーカイブそのものが育っていく）
「教育学」的アプローチ

アーカイブ・デザイン
メタデータ化

キュレ―ション／ファシリテーション

参加と
アクセシビリティ


